







































































































































































































































































































ジルの「Toyota do Brazil Ltda」で、四輪駆動車「ランドクルーザー」の生
産から始まった。その後、南アフリカ、タイ、インドネシアと海外生産
拠点を拡大し、海外生産の経験を蓄積している。これらのことから、1979
















中国 米国 日本 台湾
1950年 n.a 801万台 3万台 n.a
1960年 2万台 791万台 48万台 n.a
1970年 9万台 828万台 529万台 n.a
1980年 22万台 801万台 1,104万台 12万台
1990年 51万台 978万台 1,349万台 36万台
2000年 207万台 1,280万台 1,014万台 37万台
2010年 1,827万台 774万台 963万台 30万台







































































1988 年 11 月に遼寧省瀋陽の金杯汽車との間で、トヨタは豊田通商と共同で商用車の技術
援助契約を締結した。商用車「ハイエース」の技術援助を行い、金杯汽車は傘下の瀋陽金杯






























































































































年度  ＜台湾の政策＞  ＜トヨタの対応＞
1968～1973年    六和汽車と提携
     （小型商用車「ミニエース」、






1985年  自動車工業発展行政策 日野と和泰が国瑞汽車設立
  （自動車政策の開放） （日野の大型トラック生産）
     1986年2月トヨタが国瑞出資認可
     （商用車と乗用車を生産）
1986年6月    豊永設立（車体製造）
     国瑞汽車でトヨタ車生産開始





































































ラウン」の生産打診 ( 不成立 )
1995年・上海汽車へ小型乗用車「カ





















































































































































































出所）トヨタ自動車株式会社（2012）『トヨタ 75 年史』 
 
表 5．国瑞汽車股份有限公司の概要 
社名 国瑞汽車株式会社（Guo Rui Motor Co.Ltd） 
生産開始年月 1986 年 1 月 
敷地面積 
中壢工場 22.7 万 m2 






生産実績 10万 4,000 台(2019 年) 
従業員数 2,977 人(2019 年) 
出資比率 TMC70％（関連会社を含む） 
出所）トヨタ自動車株式会社（2012）『トヨタ 75 年史』 





























生産実績 10万4,000台 (2019年 )











































(1986年 ) 1984年4月 101,626 40.1 △17.7
第一汽車
広州汽車
中華汽車 三菱 1969年6月 47,176 18.6 △5.0 東南汽車
裕隆汽車製造 日産 1953年9月 42,430 16.8 △22.7 東風汽車
台湾本田汽車 ホンダ 2002年2月 35,830 14.1 13.1 広州汽車
東風汽車




1961年8月 12,336 4.9 △7.4 北京汽車
その他  875 0.3 △1.1





















































     台湾での製造拠点 





    あり                         中国自動車政策 




































































佐々木信彰 (2016)「中国・自動車産業と第一汽車」 『現代中国の産業と企業』第6章 晃
洋書房
佐藤幸人（1999）「台湾のオートバイ産業―保護政策と産業発展」『アジア経済』40巻、
58
1999年4月
Jim Mann（1990）『北京ジープ』The　Japan　Time
嶋原信治(2017)「最近の日本企業の中国ビジネス事情―トヨタ自動車を事例として」
日本投資促進機構『中央大学ビジネススクール特別講義』2017年1月11日
関辰一 (2013)「日系自動車メーカーの中国戦略」『ＪＲＩﾚﾋﾞｭｰ』2013Ｖol6.No7、
105-116頁
曽根英秋（2019）「中国自動車黎明期におけるトヨタの活動」『愛知論叢』107号、25-59
頁
曽根英秋（2019）「中国におけるトヨタ合弁事業の時系列考察」『愛知論叢』108号、
1-30頁
トヨタ自動車株式会社(1967)『トヨタ自動車30年史』
トヨタ自動車株式会社(1987)『トヨタ自動車50年史創造限りなく』
トヨタ自動車株式会社(2012)『トヨタ自動車75年史』
トヨタ自動車株式会社（2018）『2017丰田汽车公司概况』
ビジネスジャーナル「トヨタが中国でうまくいかないのは鄧小平の呪い？ レアアース
と引き換えにHV技術を中国に売るトヨタ・ホンダ」『ビジネスジャーナル』2012年
10月3日　https://biz-journal.jp/2012/10/post_787.html
丸川知雄(2006)『中国の自動車産業：その過去と現在』東京大学社会研究所
丸川知雄(2007)「中国系自動車メーカーの分業構造」 産業学会・自動車産業研究会2007
年9月25日　
李兆華、傅学保、折橋信哉、藤本隆宏（2005）「台湾自動車産業の能力構築」『赤門マネ
ジメントレビュー』5巻3号、2005年7月8日、171－208頁
